
薬の取り扱いについて 

 

保育園では原則与薬は行いません。保育園に来る児童は集団生活が可能な健康状態であ

ることが前提ですが、医師の指示によりやむを得ない場合に限り、保護者に代わって保

育園の担当者が慎重に児童に薬を与える行為を行います。 

 

＜与薬の対象となる場合＞ 

①慢性の病気で日常的に服薬を必要とし、かつ朝晩の服用とはならない場合 

（てんかん・糖尿病・気管支喘息・アトピー性皮膚炎・中耳炎・副鼻腔炎等） 

②重篤な症状に対し緊急に必要となる薬の場合 

（熱性けいれん、アレルギーによるアナフィラキシー等） 

 

＊慢性疾患による、座薬とエピペン等については、年度当初(預かりが必要となった日)

に、医師の指示書と一緒に預かり、１年間(使用期限が有効の場合)お預かりします。 

 その際、体重の変化により使用量が変わる時は、その旨医師に記入を依頼してくださ

い。また、毎月末に、保管状況を保護者に確認をしていただきますので、印鑑を持参 

 してください。 

 

③その他、医師が保育時間中の服用が絶対に必要と判断する薬の場合 

（“傷跡が残るのを防ぐため外遊びでは日焼け止め”等、例外的で特別な状況） 

※ ①③の場合、家で使用したことのない薬は受付けません。 

      （内服によりアレルギー等、どのような反応がおきるか予想がつかないため。） 

 

＜依頼を受ける際の必要書類＞  

①「主治医指示書」 保育時間中の与薬が必要なことを確認し、また、安全に与薬するた

めに注意事項等を確認するものです。 

事前に受診の際に医師に記入してもらい、保護者から保育園に提出

してください。（病院によっては文書料がかかることがあります。） 

同じ疾患、同じ薬の間は有効。 

 

②「承諾書」    保護者が与薬の依頼方法等について承諾したことを確認するもので

す。その年度の初回の依頼の際に提出。年度内に限り有効です。 

 

③「薬の依頼票」  保護者が保育園に対して与薬の代行を依頼するものです。 

薬と併せて、毎日提出となります。（例外として、卒園まで毎日服用

の場合は処方の都度提出。） 

※ 調剤薬局の説明書がある場合は、コピーを添付してください。 

 

 


